
サマーセミナーin ⿃取 2023 取材ルポ② 

今⽇（8 ⽉ 17 ⽇）は、⿃取⾚⼗字病院でのサマーセミナーを取材させていただきました。 

 
 
研修医室で、研修医の先⽣や⾃主的に⾒学に来ておられた医学⽣さんとお話されていると
ころにお邪魔しました。 



 
左：漆原昂希さん（⾃治医科⼤ 4 年）  右：加納成優さん（埼⽟医科⼤ 6 年） 
 
（加納さん）これまで埼⽟医科⼤学病院や熊⾕総合病院などで臨床実習を経験しました。卒
業後は⿃取県に帰って働きたいと思っています。今は学⽣間で流⾏っているゴルフにハマ
っています。 
（漆原さん）⾃治医⼤は 4 年⽣から臨床実習が始まっていて、これからいろんな診療科を
⾒てみたいと思っています。今ハマっていることは、スポーツ観戦です。関東地⽅にいる間
は、電⾞に乗って会場へ⾏き、プロ野球観戦などを楽しもうと思っています。 
 
Q1.⿃取⾚⼗字病院を希望した理由は？ 
A1.（加納さん）昨年の夏もこの病院に⾒学に来させてもらいました。6 年⽣に進級し卒業
後の臨床研修病院を考えるようになり、もう⼀度⾒学してみたいと思ったからです。 
（漆原さん）⾃分は⾃治医⼤卒業後に県⽴病院での臨床研修が決まっているので、それ以外
の病院の様⼦を⾒てみたくて選びました。実家も⿃取市内なのでなじみがあります。 
 
Q2.実習の感想は？ 
A2.（加納さん）午前は消化器内科で内視鏡検査を⾒学させてもらいました。上級医の先⽣
の検査がスムーズですごいと思いました。医師も含めてスタッフ同⼠の仲がよさそうで、働
きやすそうだなと思いました。 



（漆原さん）消化器内視鏡検査を⾒学させてもらい、やればやるほどうまくなれそうだと感
じました。先⽣も優しくてありがたかったです。 
 
Q3.将来の志望や働くイメージを教えてください！ 
A3.（加納さん）内視鏡検査に興味を持っています。内科専⾨医取得を⾒据えて、早い段階
から実践経験を積んでいきたいと思っています。 
（漆原さん） 今のところは内科系を考えています。どんどん経験を積んでいける環境に⾝
を置き、⿃取県内で働いていきたいと思います。 
 
（研修医の先⽣⽅から医学⽣さんへのメッセージ） 

学⽣のうちにいろんな病院を⾒学してみて、臨床研修先を選ぶとよいと思います。臨床研
修は将来進む診療科以外の臨床経験もできる貴重な期間なので、⽬指す分野以外の診療科
の研修の充実度も参考にするとよいと思います。⼀緒に⿃取県でがんばりましょう！ 

 

 
 
 



 
研修医の先⽣⽅の仲良く元気な様⼦が、病院の研修医募集パンフレットにも表れています
ね。 
取材にご協⼒くださった学⽣さん、⿃取⾚⼗字病院のみなさん、ありがとうございました！ 

（紙本） 
 


